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INCREASE FERTILITY RATES

★point1

高い出生率が今すぐに高齢化の衝撃を和らげてくれる
わけではないわけではない。

しかし長期的に見ると急速な高齢化を支える対策として
不可欠なものである。不 。



No stars
I di  M i  USIndia, Mexico, US

★
Australia, Brazil, 
Chile, France, 
Sweden, UK

★★
Canada, China, 
Netherlands

★★★★★★
Germany, Italy, 
Japan, Korea, Poland, 
Russia, Spain, 
S i l dSwitzerland



★point2

現金の「子ども手当」制度

→それだけでは効果が見込めない→それだけでは効果が見込めない。

ほかの制度と組み合わせる必要がある。

Example
・France , Sweden
Cash benefits  subsidized daycare  Cash benefits, subsidized daycare, 
paid maternity leave, job guarantees

・The USA , The UK
Easy to launch careers and establish independent 

house houldshouse-houlds



On the other hands…

Italy , Japan , Korea
男は外 女は内の伝統的社会→男は外、女は内の伝統的社会

仕事と家族のバランスを
取るのが難しい！

出生率が下がり、女性の労働参画率が低くなる。

取るのが難しい！

出 率 下 、女性 労働参画率 低く 。



INCREASE IMMIGRATION

★point1★point1

高齢者を支える年齢層が増える

→出生率を増やすのとは違い、タイムラグがない。

→しばらくの間は高齢化のスピードを緩めることが

できる。



No stars
Australia , India, 
Sweden, UK, US

★
Brazil, Canada, China, 
Chile, France, Mexico, 
R i  S i l dRussia, Switzerland

★★★★
Italy, Netherland, 
Poland, Spain

★★★
Germany, Japan, 
Korea



各国の状況

・Canada
もし移民がなければ ドイツのようになるもし移民がなければ、ドイツのようになる。

移民があれば、スウェーデンのようになる。

→移民政策が命！

・Australia , The USA
“immigration country”immigration country

・Russia
労働層が減ってきている。

・PolandPoland
労働層はまもなく減少する。



・China , Korea
あと10年以内に労働人口は減る。

・Brazil , Chile , Mexico
長期的に考えると、人口は減少していく。

・India
人口は少しずつ増えていく人口は少しずつ増えていく。

★point2p

移民は限界のある政策であり、

高齢化問題を解決するものではない。



日本の移民の現状



日本で移民が進まない理由

・単一民族国家であり、排他的である。

・雇用上、日本人と差別を受ける。

・物価が高い

・社会的インフラの整備が整っていない。

など、日本が積極的に移民を受け入れていないと同時に、

外国人にとって移民したくない国なのである。



CONCLUSION

★point1

先進国→ 若者の負担を減らす、

高齢者に十分な収入を提供する

発展途上国→ 高齢者の生活を守るために発展途上国→ 高齢者の生活を守るために

若者に負担を課す

国によってやるべきこと、政策は異なってくる。

★ i t2★point2

高齢化の解決には、政府の政策だけでなく、高齢化の解決には、政府の政策だけでなく、

企業などの協力も必要不可欠である。



★point3

今すぐに高齢化を解決できる政策ではなく、

長期的に見て高齢化を解決できるような政策を長期的に見て高齢化を解決できるような政策を

行っていかなければならない。



7 strategies for the future7 strategies for the future

• Reduce public pension benefitsReduce public pension benefits

• Reduce health‐care cost growth

• Extend work lives• Extend work lives

• Increasing funded pension savings

• Strengthen poverty floors

• Increase fertility rate

• Increase immigration

火曜４限 中嶋ゼミ 二部英米学科三回 村上有紀





公的年金給付の削減

優先度が高い国
・年金支出の対GDP比１５％以上 （２０４０年 current‐deal scenario）
フランス ドイツ イタリア ポ ランド スペイン ブラジル 日本フランス、ドイツ、イタリア、ポーランド、スペイン、ブラジル、日本

・年金支出の対GDP比１０～１５％

オランダ、スウェーデン

優先度が低い国優先度が低い国
・年金支出の対GDP比５～１０％

オーストラリア、カナダ、アメリカ、イギリス、

中国、韓国、チリ、ロシア、スイス

・年金支出の対GDP比５％以下年金支出の対GDP比５％以下

インド、メキシコ



各国の年金給付削減策

イタリア

１、支給開始年齢の引き上げ
（ 年 歳 年 歳で統 ）

フランス

１、支給開始年齢の引き上げ
（２０１８年６２歳で統 ）（２０１８年６６歳、２０２１年６７歳で統一）

２、年功年金の廃止

３ 年金額算定方式の変更

（２０１８年６２歳で統一）

２、公務員と民間の格差解消
（公務員の退職年齢引き上げ

３、年金額算定方式の変更
（報酬型から拠出型へ）

（公務員の退職年齢引き上げ
など）

ドイツ

１ 支給開始年齢の引き上
ポーランド

１、支給開始年齢の引き上
げ
（２０２９年６７歳で統一）

１、支給開始年齢の引き上げ
（２０４０年６７歳で統一）

２ みなし拠出建て年金導入
２、持続性係数導入
３、リースター年金創設

２、みなし拠出建て年金導入
３、拠出建て積立年金導入



年金制度改革へのデモは避けられない年金制度改革 のデモは避けられない



医療費の削減

優先度が高い国

・高齢者への医療費対GDP比８％以上 （２０４０年 current‐deal scenario）
アメリカ、フランス、オランダ

・高齢者への医療費対GDP比６～８％

オーストラリア、カナダ、イギリス、日本オ ストラリア、カナダ、イギリス、日本

ドイツ、イタリア、スペイン、スウェーデン、スイス

優先度が低い国

・高齢者への医療費対GDP比４～６％

ブラジル 韓国ブラジル、韓国

・高齢者への医療費対GDP比４％以下高齢者 の医療費対 比 以下

チリ、中国、メキシコ、ポーランド、ロシア





Strategies for the Future
( )(3 ～ 5)

神戸市外国語大学神戸市外国語大学

中嶋ゼミ

英米学科 ３回 東花帆英米学科 ３回 東花帆



③Extend Work Lives

④ d d④Increase Funded Pension Savings

⑤Strengthen Poverty Floors⑤Strengthen Poverty Floors



③Extend Work Lives③Extend Work Lives

＜ d t ＞＜advantages＞

・increase the adequacy of income
・help potential labor shortages
・higher eligibility ages for public pension benefits

→both save on benefit costs 
and increase tax revenues

・also good for the health of the elderly themselvesalso good for the health of the elderly themselves



No star                        ★ ★★ ★★★



③Extend Work Lives

・European countriesは

③Extend Work Lives

European countries は

高齢者のlabor‐force participationが低い

（ l d / d / 以外）（Switzerland / Sweden / UK 以外）

・次に低いのはChinaとIndia

・Japan , Korea , Mexico , US は高め



④Increase Funded Pension Savings④Increase Funded Pension Savings

・designed to provide retirement income 

・include prohibitions or limitations on 
preretirement withdrawalspreretirement withdrawals.

・as substitutes for pay‐as‐you‐go state provision



④Increase Funded Pension Savings

Funded Pension Savings

④Increase Funded Pension Savings

Funded Pension Savings

ｄepends on 

h t t d d fi dhow are  structured and   financed

Globally 
invested

From
debt‐financed

S i / b fitSavings / benefit



No star                        ★ ★★ ★★★



④Increase Funded Pension Savings

• 高齢者の収入のうち積立式年金からの収入が多い

④Increase Funded Pension Savings

高齢者の収入のうち積立式年金からの収入が多い

Australia , Netherlands , Switzerland , Canada
Voluntary

• Chile , Sweden , Poland , Russia , Mexico
Mandatory funded system

Voluntary
system

↑ ★ or ★★

• France , Korea , SpainFrance , Korea , Spain 

↑ ★★★



⑤Strengthen Poverty Floors⑤Strengthen Poverty Floors

• 老後、生活水準が低く暮らしている高齢者の数が多い老後、生活水準が低く暮らしている高齢者の数が多い

（★★★）

→ K Chi M i→ Korea , China , Mexico

• ★★

→ Spain , US , Japan , Australia



No star                        ★ ★★ ★★★



⑤Strengthen Poverty Floors
生活が苦しくなったのは７０歳で働けなくなったためです。
老後の収入は国民年金３万円だけ。

⑤Strengthen Poverty Floors

老後の収入は国民年金３万円だけ。
自宅を売却したお金も尽きて、去年（２０１１年）、生活保護を申請しました。
仕事をやめたころ、長年連れ添った妻も病気で亡くしました。

そのあと、頼りにしていた息子が脳卒中で倒れ、頼れる身内がいなくなりそ あ 、頼り 息子 脳卒中 倒れ、頼れる身内 なくなり
ました。

自宅を手放した後、安いアパートに移り住もうと考えましたが、何度も入
居を断られたといいます。

単身世帯 増加

なぜ？

•単身世帯の増加

•制度的要因
無年金・基礎年金のみ・満額受給できない無年金 基礎年金のみ 満額受給できない



⑤Strengthen Poverty Floors⑤Strengthen Poverty Floors


	Increase fertility rates
	presentation murakami
	Strategies for the Future東花帆

